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結 婚 相 談
配偶者を紹介いたしますOお気

軽にどうぞ。相談囗は木・日曜、
祝日を除く毎日、午前9時~午後
4時( 土曜は半日) 、区役所1階
区民相談室で、履歴魯。手札型の
写真、戸籍謄本、印鑑、20円切手
5枚、学歴証明書( 大学卒の場合)
をご持参ください。

町
に
緑
を
と
り
も
ど
そ
う

つ
つ
じ
の
苗
木
を
無
料
配
布

桜
の
季
節
か
終
る
頃
に
な
る
と
、
つ
つ
じ
の
花
が
咲
き
は
じ
め
ま
す
。
葉
の

緑
と
花
の
'あ
ざ
や
か
さ
は
、
人
の
心
に
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
を
誘
い
ま
す
。
町

を
緑
で
う
め
る
第
一
歩
と
し
て
、つ
つ
じ
の
苗
木
一
万
本
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

区
で
は
、
緑
化
運
助
の
一
環
と
し
て

区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
用
に
、
苗

木
を
無
料
で
配
布
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

「
東
京
に
緑
を
」
復
活
す
る
た
め
、

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
次
の
要
領
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

一
、
ご
応
募
は
必
ず
『
往
復
は
が
き
』

に
、
下
の
要
領
で
記
入
の
う
え
お
送

り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
応
募
は
】世
帯
に
つ
き

一
枚
(
一
本
)
に
限
り
ま
す
。

二
、
申
込
締
切
五
月
十
日
(
木
)
ま

で
に
区
役
所
に
到
一
し
た
も
の
。

苗
木
の
租
類
、
配
付
方
法
等

一
、
苗
木
の
種
類
お
お
む
ら
さ
き
　
(

つ
つ
じ
科
)
の
三
十
り
も
の
。
成
木
　

に
な
る
と
】㍍
～
一
・
五
㍍
に
な
り

ま
す
。鉢
植
え
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
、
配
布
本
数

一
万
本

申
込
み
が
一
万
通
を
こ
え
た
と
き

は
、
抽
せ
ん
の
う
え
決
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

三
、
配
布
時
期

五
月
下
旬
-
六
月
上

旬
の
閧
に
配
布
場
所
、
時
間
等
、
返

偖
用
は
が
き
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

な
お
、
配
布
の
際
、
植
え
方
、
手

入
れ
の
万
法
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
'
卜

を
さ
し
上
げ
ま
す
。

苗
木
申
込
み
は
が
き
の
書
き
方

新
区
長
に
長
谷
川
久
勇
氏

(
前助

役
)

第
一
回
定
例
区
議
会
で
選
出

昨
年
十
}
月
二
十
五
日
、
岡
崎
十
止

雄
前
区
長
か
任
期
満
了
で
退
任
し
た
あ

と
、
後
任
区
畏
問
題
に
つ
い
て
は
、
区

議
会
で
種
々
検
肘
毒
曦
を
重
ね
た
枯
果

現
行
法
で
選
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ

る
三
月
二
十
九
日
に
闘
か
れ
た
本
会
議

で
、
前
助
役
長
谷
川
久
勇
氏
(
六
五
歳
)

を
、
賛
成
多
数
で
新
区
長
候
補
者
に
選

出
し
ま
し
た
。

早
速
、
地
方
自
冶
法
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
都
知
事
の
同
意
を
求
め
、

そ
れ
を
得
ま
し
た
の
で
、
四
月
三
日
の

一
本
会
議
で
正
式
に
選
任
議
決
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

新
区
長
略
歴

昭
和
四
年
四
月

南
葛
飾
郡
南
綾
瀬
町

役
鳩
に
就
畷

同

七
年
十
月

東
京
市
足
立
区
の
誕

生
と
と
も
に
足
立
区
役
所
に
勤
務

同
二
十
三
年
四
月

経
理
課
長

同
二
十
四
年
十
月

経
済
課
長

同
二
十
五
年
十
月

税
務
課
長

同
三
十
年
七
月

総
務
課
畏

同
三
十
五
年
十
二
月
収
入
役
(
二
期
)

同
四
十
四
年
二
月
助
役
(
一
期
)

同
四
十
八
年
十
一
月

区
長
職
務
代
理

者
同
四
十
(
年
二
月
三
日
任
期
満
了
に

よ
り
助
役
を
退
任

同
四
十
(
年
四
月
三
日
第
十
五
代
区

長
に
就
任

就
任
あ
い
さ
つ

足
立区
長
長
谷
川
久
勇

こ
の
た
び
、
は
か
ら
ず
も
区
議
会
か
ら
党
派
を
超

え
た
多
く
の
ご
支
持
を
得
て
選
任
さ
れ
、
足
立
区
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
る
に
、
昭
和
七
年
十
月
一
日
、
足
立
区

誕
生
と
と
も
に
当
区
に
職
を
奉
じ
て
以
来
区
民
の
皆

様
の
格
別
な
ご
支
援
と
ご
懇
情
を
賜
わ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
、
区
長
の
麗
職
に
就
任
い
た

し
、
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
微
力
な
が
ら
心

を
新
た
に
し
て
区
政
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
所
存

で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
所
信
の
】
翊
を
申
し
述
ぺ
、
区

民
の
皆
様
の
、
な
お
I
瓏
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

区
政
施
策
の
根
本
方
針
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和

四
十
七
年
三
月
に
発
表
い
た
し
ま
し
た
足
立
区
長
期

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
『
調
和
の
と
れ
た
住
み
よ
い

足
立
区
』
の
建
設
に
男
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
区
が
抱
え
て
お
り
ま
す
最
大
の
課
題
は
、

人
口
の
息
増
問
題
で
あ
り
ま
す
。
区
の
発
展
は
、
も

ち
ろ
ん
人
口
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す

か
、こ
れ
が
急
速
に
、し
か
も
過
密
に
な
り
ま
す
と
、

財
政
が
需
要
に
追
い
つ
け
な
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

ひ
ず
み
を
生
じ
ま
す
。
と
く
に
地
価
の
高
騰
に
よ

り
、
年
々
公
共
用
地
の
確
保
か
至
難
と
な
り
、
教
育

文
化
、
社
会
福
祉
の
施
設
建
設
に
大
き
な
支
陣
を
き

た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
集
団
住
宅
の
建
設
に
つ
き

ま
し
て
は
闘
係
機
関
は
も
と
よ
り
民
間
建
設
者
に
対

し
ま
し
て
も
強
く
要
望
し
て
調
整
を
は
か
り
、
将
来

に
禍
根
を
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
た
い
と
考

え
ま
す
。

次
に
、
格
差
是
正
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
協

力
で
、
本
区
の
諸
施
設
も
逐
次
整
備
充
実
し
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
都
市
施
設
に
つ
い
て
は
、
都
心
地
区
と

比
較
し
ま
す
と
、
未
だ
ほ
ど
遠
い
観
か
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
日
立
製
作
所
亀
有
工
場
跡
地

の
下
水
処
理
場
の
建
設
と
そ
の
緑
地
公
園
化
、
ま
た

青
少
年
の
健
全
育
成
の
堝
と
し
て
舎
人
地
区
の
運
助

・
森
林
公
園
の
建
設
は
、
ぜ
ひ
と
も
早
期
に
完
成
す

る
よ
う
促
進
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、

医
療
問
題
、
交
通
問
題
も
区
民
の
重
大
な
関
心
事
で

あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
区
内
遇
出
の
国
会
、

都
議
会
の
議
貝
各
位
に
超
党
派
の
立
禍
で
お
力
を
お

か
り
し
問
題
の
解
決
に
あ
た
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

区
と
し
て
も
、
震
災
対
策
と
し
て
避
難
計
画
の
再

検
討
、
公
害
対
策
と
し
て
ま
ず
大
気
汚
染
の
浄
化
を

は
か
る
た
め
の
緑
化
推
進
、
さ
ら
に
区
民
の
多
く
か

勤
労
者
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
社
会
的
に
不
幸
な
立
鳩

に
あ
る
方
々
の
こ
と
を
考
え
、
福
祉
関
係
に
つ
い
て

十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
区
政
は
区
民
の
も
の

で
あ
り
ま
す
。
区
政
執
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
区

議
会
の
ご
意
志
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
区
民
の
皆

様
の
意
向
を
公
平
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。
こ
の
た
め
に
も
機
会
を
捉
え
て
皆
様
の
声
を

お
き
き
し
て
少
し
で
も
多
く
ご
期
待
に
応
え
た
い
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、足
立
区
将
来
の
た
め
に
、深
い

ご
理
解
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

足
立
区
の
年
表

が
で
き
ま
し
た

「
足
立
の
歴
史
」
に
桃
き
綢
集
中

だ
っ
た
「
足
立
区
近
代
史
年
表
」

が
、
こ
の
た
ぴ
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
年
表
は
、
明
冶
元
年
か
ら

昭
和
四
十
六
年
ま
で
の
足
立
区
関

係
事
項
を
登
載
し
、
ノ
ー
ト
式
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
余
白
に
自
由

に
記
入
で
き
、
自
分
の
年
表
と
し

て
活
用
で
き
ま
す
。

▽
B
6
版
二
三
(
ペ
ー
ジ

▽
ク
ロ
ス
表
紙
上
製
本

ご
希
望
の
方
へ
は
、
次
に
よ
り

頒
布
し
ま
す
。

●
場
所
ほ
役
所
五
階
広
報
課

●
頒
価

一
冊
三
百
円

北千住公園庭球場に

ナイター設備完成
か
ね
て
か
ら

一
事
中
の
ナ
イ

タ
ー
股
備
が
完

成
し
、
つ
き
の

と
お
り
夜
間
の

使
用
か
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
開
設
期
間

四
月
二
十
一
日

か
ら
十
月
末
日

ま
で

▽
使
用
時
間
郭
よ
ぴ
使
用
料

午
後
五

時
か
ら
九
時
ま
で
、
一
時
間
三
百
円

▼
貸
出
方
法
申
込
み
は
、四
月
分
は

四
月
二
十
一
日
か
ら
、五
月
?
十
月
分

は
前
月
末
日
(
同
日
か
休
日
の
と
き
は

そ
の
前
日
)
か
ら
体
育
課
で
受
付
け
ま

す
。
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
。

な
气
各
月
の
貸
出
開
始
日
は
、抽

選
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。抽
選
は
、

午
前
(
時
三
十
分
か
ら
区
役
所
七
階
大

会
議
室
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
必
ず
定

刻
ま
で
に
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

抽
遇
会
に
参
加
で
き
る
の
は
区
内
在
住

・
在
勤
の
方
で
す
、

問
い
合
わ
せ
は
区
教
育
委
員
会
体
育

課
へ
と
・つ
ぞ
。

※
な
お
、
ナ
イ
タ
ー
開
き
と
し
て
、
四

月
二
十
一
日
午
後
六
時
か
ら
テ
ニ
ユ
教

室
を
開
き
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ

愛
車
の
公
害
対
策
は

お
す
み
で
す
か

4
月
3
0日
ま
で

に
完
了
を

現
在
使
用
中
の
自
動
車
は
、排
出
ガ

ス
対
策
と
し
て
千
(
百
に
を
こ
え
る
乗

用
車
は
四
月
三
十
日
ま
で
に
、
そ
の
他

の
車
も
下
表
の
期
限
ま
で
に
『
排
出
ガ

ス
減
少
装
置
の
取
付
け
』
を
す
る
か
、

『
点
火
時
期
の
調
整
』
を
し
な
い
と
走

れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
だ
お
す
み
で
な

い
方
は
、
至
息
お
近
く
の
整
備
工
場
へ

ご
相
談
の
う
え
、
措
一

考
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、区
役
所
公
害
課

へ
ど
う
ぞ
。

排 出ガス減少装置整備スケジュール

、゙・1・ 冫- ゼ 几 廖 、 二 輪 車を 除 く。

区民福祉センター・児童館・図書館だより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
ター

東
綾
瀬
】
丁
目
五
-
一
七

を
六
〇
五
一
七
一
〇
一

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
四
月
二
十
一
日
(
土
)
午
後
二
時

■
人
形
劇
「
豆
六
と
鬼
」
四
月
二
十
二
日
(
日
)
午
後
二
時

■
お
は
な
し
と
ス
ラ
イ
ド
四
月
二
十
五
日
(
水
)
午
後
二
時

■
合
成
皮
革
の
バ
ッ
グ
染
め
《
セ
カ
ン
ド
バ
'
グ
ほ
か
》
四
月
二

十
(
日
(
土
)
午
後
一
時
教
材
費
七
百
円
か
ら

口
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

関
原
二
丁
目
】
O
-
一
〇

兮
八
八
九
-
一
四
八
四

■
子
と
も
の
日
特
集
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
ー
五
月
五
日
(
土
)

午
前
十
時
?
十
一
時
先
着
二
百
名
子
ど
も
劇
場
一
五
月
五
日
　
(

土
)
午
後
一
時
I
二
時
人
形
劇
「つ
る
と
少
年
」定
員
二
百
名

芻
↑
い
一
の
し
み
会
一
五
月
六
日
(
日
)
午
後
一
時
I
二
時
定
員
百
名

■
碁
と
将
棋
の
っ
と
い
四
月
二
十
日
(
金
)
・
二
十
七
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分

■
子
ど
も
映
画
会
四
月
二
十
一
日
(
土
)
・
・
・
「チ
ェ
ー
チ
ュ
ー
バ

ン
バ
ン
」・
「せ
ひ
し
の
こ
う
ま
」二
十
(
日
(
土
)
・
・
・
「お
か

し
な
お
か
し
な
莖
の
国
」
・
「
た
ぬ
き
さ
ん
大
当
り
」
・
「
穴
に
は

ま
っ
た
う
そ
つ
き
羊
」

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

鹿
庚
二
丁
目
二
四
一
二
　

八
九
七
-
五
〇
一
六

■
ス
ラ
イ
ド
四
月
二
十
一
日
(
土
)
午
後
二
時
・
・
二
ね
ず
み
の
よ

め
い
り
」
・
「
な
ま
け
も
の
の
き
I
つ
だ
い
」

■
子
ど
も
映
画
会
四
月
二
十
二
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分
・
・
貳
天

国
に
い
る
お
と
う
さ
ん
」
・
「
の
ん
き
の
洋
平
」

■
セ
ン
タ
ー
バ
ー
ス
デ
イ
会
四
月
二
十
八
日
(
土
)
午
後
二
時
ゲ

ー
ム
と
映
画
会

■
子
ど
も
の
日
の
つ
ど
い
五
月
五
日
(
土
)
午
後
二
時
三
十
分

人
形
劇
「
力
を
合
わ
せ
て

」・
ゲ
ー
ム

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

千
住
元
町
三
四
-
一
　

八
八
二
-
二
七
六
五

■
老
人
将
棋
大
会
四
月
二
十
五
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
区

内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方

申
込
み
は
二
十
二
日
ま
で
に
事
務
室
へ

■
お
茶
の
教
室
四
月
二
十
】日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
区
内

在
住
六
十
歳
以
上
の
方

定
員
二
十
名

費
用
無
料

■
子
ど
も
映
画
会
四
月
二
十
二
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
・
=
「鰾

の
W
険
旅
行
」
・
「
ば
く
の
お
母
さ
ん
」

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
四
月
二
十
石
(
土
)
・
二
十
(
日
(
土
)

午
後
三
時
三
十
分

□
西
伊
興
児
童
館

西
伊
薺
町
三
七一
五
　

八
九
七一
六
九
四
八

■
子
ど
も
の
日
ス
ケ
ッ
チ
ハ
イ
ク
五
月
五
日
(
土
)
小
学
四
・

五
年
生

三
十
名

申
込
み
は
四
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

■
子
ど
も
映
画
会
五
月
十
二
日
(
土
)
午
後
二
時

□
図
書
館
の
催
物

■
旧
東
淵
江
村
佐
野
新
田
佐
野
家
古
資
料
展

中
央
図
書
館
郷
土
賢
料
室
で
開
催
中

■
子
ど
も
映
面
会
宮
城
図
一
館
-
四
月
二
十
(
日
(
土
)
午
後
二

時
新
田
図
S
館
一
四
月
二
十
(
日
(
土
)
午
後
二
時
常
東
図
一

館
I
四
月
二
十
(
日
(
土
)
午
後
二
時

(
各
施
設
と
も
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日
で
!

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7101　西部福祉事務所897- 5011
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ゴ
ミ
の
分
別
収
集
に

ご
協

力

を

清
捕
工
場
に
よ
る
有
客
物
質
の
排
出
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
以

峰
、
ゴ
ミ
処
理
問
題
か
社
会
的
に
才
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
'
プ
さ
れ

て
い
ま
す
。
都
で
は
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
種
々
の
公
客
対
策
を

行
な
う
と
同
時
に
、
燃
や
す
の
に
不
適
当
な
ゴ
ミ
と
一
般
の
ゴ
ミ

と
そ
分
け
て
集
め
る
こ
と
(
分
別
収
集
)
に
し
ま
し
た
。

□
な
ぜ
分
別
収
集
に
変
わ
る
の
か

同
じ
ゴ
ミ
で
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
・

ゴ
ム
類
・
皮
革
頬
な
ど
を
清
掃
工
鳩
で

燃
や
す
場
合
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
・
略
・
塩

化
水
素
・
窒
素
酸
化
物
な
ど
の
有
害
吻

質
を
出
し
こ
れ
か
公

書
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、

ぎ
ふ
I
集
め
る
と
き

に
こ
れ
ら
の
も
の
を

一
般
の
ゴ
ミ
と
分
け

て
集
め
、
清
掃
工
鳩

へ
持
ち
こ
ま
ず
別
の

方
族
で
処
理
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

□
分
別
収
集
の
対
象
物
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
-
コ
y
プ
・
食
器

類
・
は
し
・
調
味
料
な
ど
の
容
器
・
ざ

る
・
か
ご
・
ぼ
ん
・
鵬
閉
容
器
・
S
ブ

ラ
シ
・
洗
面
器
・
バ
ヶ
ツ
・
た
ら
い
・

く
し
・
靴
べ
ら
・
傘
の
柄
・
ボ
タ
ン
・

玩
具
・
包
装
袋
・
水
筒
な
ど

ゴ
ム
類
―
サ
ン
ダ
ル
ー
ゴ
ム
ホ
ー
ス
ー

ボ
ー
ル
な
ど

皮
革
類
-
カ
バ
ン
・
靴
・
バ
ン
ド
な
ど

そ
の
他
―
体
湿
計
・

寒
暖
計
・
乾
I
池
な

ど
公
害
を
防
き
、
区

民
の
み
な
さ
ん
の
健

康
を
守
る
た
め
に

は
、
さ
し
あ
た
り
ゴ

ミ
の
分
別
収
集
に
た

よ
る
ほ
か
方
法
か
あ

り
ま
せ
ん
。

ゴ
ミ
を
出
す
と
き
は
、
一
般
の
ゴ
ミ

と
プ
ラ
ス
チ
'
ク
奴
・
ゴ
ム
類
・
皮
革

類
な
ど
を
分
け
。
別
の
容
器
に
入
れ
て

出
す
よ
う
区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
区
内
の
分
別
収
集
の
日
時
や
集

積
場
所
な
ど
具
体
的
方
法
に
つ

い
て

は
、
清
掃
寥
拠
所
か
ら
町
会
、
自
治
会

な
ど
を
通
じ
て
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
、

一
般
の
ゴ
ー
は
従
来
ど
お
り
の
方
法
で

お
出
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
次
の
と
こ
ろ
へ
。

足
立
東
清
掃
事
務
所

(
八
九
1
0
左

一

足
立
西
清
掃
事
務
所

(
(
五
-
七
三
六
〇

公
害
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

ま
と
ま
る

「
自
動
車
公
害
」
に
強
い
関
心

去
る
一
月
、無
作
為
抽
出
に
よ
り
、

区
民
五
〇
〇
人
の
方
に
対
し
「公
客
に

開
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
回
答
を
匐
よ
せ
い
た
だ
い
た

方
は
一
九
六
名
(
回
収
率
三
九
・
二
%
)

で
し
た
が
、
そ
の
集
計
か
で
き
ま
し
た

の
で
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
簡
単

に
説
明
し
ま
し
!
つ
。

区
で
は
、
区
民
の
方
々
の
良
好
な
生

活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
公
害
対
策
に

男
力
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
結
果
`
i

考
に
し
て
、
よ
り
一
層
の
効
果
を
あ
け

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
区
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

○
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
間
題
に
つ
い
て

ど
う
し
た
ら
よ
い
か

車
所
持
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
半

歎
以
上
の
五
二
%
余
り
は
『
法
令
や
条

例
に
よ
っ
て
排
出
ガ
ス
の
規
制
タ
ー強
化

す
る
』
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
次
に

『
車
を
臧
ら
す
』
は
全
体
で
三
一
・
六
%

あ
り
、
合
肝
八
〇
%
以
上
の
人
は
、

自
励
車
公
害
に
対
し
て
、
強
い
現
状
批

判
を
し
て
い
ま
す
。

一
方
「
遭
路
の
整
備
」
に
つ
い
て
は

一
五
・
四
%
二

現
状
の
ま
ま
で
よ
い
」

〇
・
九
%
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
設
問

に
閧
し
て
は
、
さ
す
が
に
車
所
有
者

が
、
な
い
人
に
比
し
て
敷
多
く
解
答
し

て
い
ま
す
。

○
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
か
発
令
さ

れ
た
時
、
何
に
よ
っ
て
知
っ
た
か
　

注
意
報
発
令
時
に
お
け
る
周
知
率
は

七
三
・
九
%
と
高
く
、
こ
の
ほ
と
ん
ど

の
人
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
広
報
嵐

か
ら
の
伝
達
に
よ
る
も
の
で
、
掲
示
板

な
ど
に
よ
る
伝
達
は
、
わ
ず
か
二
・
八
%

で
す
。

○
住
民
運
動
へ
の
参
加
に
つ
い
て

「
協
力
す
る
」
四
二
・
九
%
、
「
そ

の
時
の
実
情
に
よ
る
」
五
五
・
一
%
と

合
計
九
(
%
の
人
は
、
向
ら
か
の
形
で

参
加
す
る
憲
志
を
示
し
て
お
り
、
『
こ

と
わ
る
』
は
、
わ
ず
か
I
%

に
す
き
ま

せ
ん
。

し
か
し
公
書
と
思
わ
れ
る
被
害
を

受
け
た
こ
と
か
あ
る
人
で
、
そ
の
時
ど

う
し
た
か
」
の
質
問
に
対
し
て
は
、
当

事
者
ま
た
は
、
区
公
害
課
へ
相
岐
し
、

積
極
的
に
と
り
く
ん
だ
と
答
え
た
人

は
、
(
・
七
%
で
、
残
り
の
九
一
・
三

%
の
人
は
、
「
が
ま
ん
し
て
い
る
」
な

ど
公
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
消
極
的
な
態
度
を
と
っ
て
い

ま
す
。

家
庭

心
身
障
害
児
の

福
祉
に
つ
い
て

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
か
ら
だ

の
不
自
由
な
児
童
(
阿
害
児
)
や
、

ち
え
お
く
れ
の
児
童
(
精
神
爵
弱
児
)

が
お
り
ま
す
。

こ
の
発
生
原
因
と
し
て
は
、
先
天

的
(
生
ま
れ
つ
き
)
の
も
の
と
、
交

通
事
故
な
ど
の
災
害
、
病
気
に
よ
る

後
天
的
な
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

医
学
の
進
歩
に
よ
り
、
傷
病
の
治

廡
は
進
み
ま
し
た
が
、
障
害
は
あ
と

に
残
り
、
新
ら
し
い
難
病
の
発
生
、

事
故
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
心
身
障

客
児
は
依
然
、
あ
と
を
た
ち
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
国
、
都
、
区
で
は

力
を
合
わ
せ
て
、
次
の
よ
う
な
福
祉

施
策
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

手
当
の
支
給

障
害
の
'
程
度

に
よ
り
、
特
別

児
童
扶
養
手
肖
　

(
月
額
四
千
一
三

百
円
)

、
児
一

手

当

の
障

害

児

手

当
(

月

額

三

千
円
)
か
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

心
身
障
害
者
扶
養
年
金
に
加
入
し
て

お
り
ま
す
と
、
保
護
者
に
万

】の
こ

と
が
あ
っ
た
と
き
。
残
さ
れ
た
陣
書

児
(
者
)
に
年
金
(
月
二
万
円
)
か

支
給
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
福
祉
課
へ

医
療
の
給
付

身
体
に
障
害
の
あ
る
児
童
に
早
期

冶
麈
と
、
将
来
生
活
を
し
て
行
く
た

め
の
必
要
な
能
力
を
持
た
せ
る
た

め
、
医
療
給
付
と
し
て
育
成
医
療
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
保
健
所
へ

足
立
保
健
所八

四
〇
一

五
一
四
一

千
住
保
健
所(

(
(
一
四
二
七
七

障
害
児
の
機
能
陣
害
を
補
う
た
め

に
、
車
イ
哂

補
聴
器
、
義
肢
な
ど

の
補
装
具
の
交
付
と
、
修
理
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
事
務
所
へ

相
談
・
指
導
な
ど

福
祉
事
務
所
に
は
専
門
の
職
員
と

し
て
、
身
体
障
害
者
福
祉
司
、
精
神

爵
弱
肴
福
祉
司
か
お
か
れ
て
い
ま

す
。
種
々
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

助
盲
、
指
導
を

行
な
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、

民
間
の
奉
仕
者

と
し
て
、
身
体

陣
書
者
相
談
貝
(

十
二
名
)

、

精
神
膊
弱
者
相
談
貝
(
十
三
名
)
が

い
ま
す
。
都
知
事
か
ら
委
嘱
を
受
け

障
害
者
の
身
辺
で
相
談
に
応
じ
、
助

言
し
、
関
係
機
関
へ
の
連
絡
も
行
な

っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
事
務
所
へ

手
帳
の
交
付

身
体
障
客
者
(
児
)
が
種
々
の
援

護
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手

帳

(
身
体
障
害
者
手
帳
)
は
、
福
祉
事

務
所
で
交
付
さ
れ
ま
す
。
精
神
薄
弱

児
(
肴
)
に
は
愛
の
手
帳
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
震
の
手
帳
の
申
請
は
、
十

八
歳
未
崗
の
方
は
児
童
相
談
所
曾
(

四
二
-
三
五
四
一
、
十
(
歳
以
上
の

方
は
都
心
身
陣
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
〇
三
上
(
I
四
一
へ
。

そ
の
他

心
身
障
害
児
を
対
象
と
し
て
、
一

日
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
'
ン
の
実
施
。
関

係
団
体
に
対
す
る
行
事
費
の
助
成
な

ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
で
は
、
本
年
度
か
ら
心
身

障
害
児
(
者
)
の
医
療
費
の
助
成
、

手
当
の
支
給
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
福
祉
課
へ

入
浴
券
を
贈
り
ま
す

お
と
し
よ
り
に
敬
老
入
浴
劵
を
贈
'

り
ま
す
。
昨
年
は
、
九
月
に
七
十
五

戚
以
上
の
方
へ
三
枚
の
入
浴
券
を
贈

り
ま
し
た
か
、
こ
と
し
は
、
七
十
歳

以
上
の
方
に
、
月
一
枚
(
九
月
は
三

枚
)
の
創
合
で
、
年
間
十
四
枚
を
贈

り
、
一
年
間
定
期
的
に
便
え
る

'
よ
う
に
し
ま
し
た
。

入
浴
は
、
お
と
し
よ
り
の
日

常
の
大
き
な
楽
し
み
で
す
。
公

衆
浴
場
そ
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

魴
康
を
増
進
し
、
近
隣
の
人
々
と
の

観
し
い
ふ
れ
合
い
か
生
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
入
浴
券
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
的

負
担
の
軽
域
の
一
助
と
す
る
も
の
で

す
。

▽
対
象
四
月
一
日
現
在
区
内
に
居

住
し
、
九
月
十
五
日
現
在
嘴
七

十
歳
以
上
の
方

▽
交
付
枚
数

年
間
十
四
枚

▽
利
用
で
き
る
期
間

四
十
(
年
四

月
～
四
十
九
年
三
月
(
た
だ
し

一
枚
の
券
は
三
か
月
有
効
)

▽
利
用
で
き
る
浴
場
足
立
区
内
の

公
衆
浴
場
(
他
区
の
浴
楊
で
は

使
え
ま
せ
ん
)

▽
配
付

四
月
下
旬
に
対
象
の
方
あ

て
郵
送
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
一
年
分
(
十
四
枚
)

を
一
括
送
付
し
ま
す
か
ら
、
大
切
に

保
管
し
、
自
宅
に
お
風
呂
の
あ
る
方

も
、
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、健
康
に
不
安
の
あ
る
方
は
、

家
族
の
方
な
ど
に
付
忝
っ
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
区
内
の
浴
場
結
合
で

は
、
五
月
か
ら
、
毎
月
十
五
日

を「
老
人
健
康
入
浴
デ
ー
」と
し
て
、

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
、一
々
の

サ
ー
ビ
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
口
に
入
浴
券
を
利
用
す
る
の
も
有

効
な
方
法
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
援
護
係
へ

ね
た
き
り
老
人
の

福
祉
手
当
増
額

―
―
所
得
制
限
を
廃
止―
―

六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
に

支
給
さ
れ
て
い
る
「
老
人
福
祉
手
き

の
支
給
基
摩
が
、
四
月
一
日
か
ら
次
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
手
当
の
増
額

従
来
月
額
三
千
円
だ
っ
た
も
の
が
、

月
額
五
千
円
に
増
額

二
、
所
得
制
限
を
廃
止

本
人
所
得
に
対
す
る
制
限
が
廃
止
さ

れ
、
本
人
や
家
族
の
所
得
に
関
係
な

く
支
給
さ
れ
ま
す

三
、
精
神
科
の
入
院
患
者
を
支
給
対
象

精
神
科
の
病
院
に
入
院
し
て
い
る
場

合
は
施
股
入
所
者
と
し
て
除
外
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
耄
松
村
象

に
な
り
ま
し
ご

四
、
長
期
入
院
患
者
も
支
給
対
象

引
き
続
き
六
か
月
以
上
入
院
し
て
い

る
場
合
は
、
臥
床
の
状
9
及
ぴ
日
篇

生
活
の
状
況
が
、
ね
た
き
り
の
状
劬

に
あ
る
も
の
と
し
て
支
給
対
象
に
な

り
ま
し
た

申
請
と
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
老

人
助
成
係
へ
ど
う
ぞ
。

部
落
問
題
の
理

解
の
た
め
に
( 12)

本
来
、
人
間
は
す
べ
て
平
等
で
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
在
も
な
お
'
　
K
々
都
落
民
に

対
す
る
根
強
い
差
別
か
残
っ
て
い

る
。
い
や
ひ
し
ろ
助
長
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

我
々
は
数
回
に
わ
た
り
、
自
分
自

身
の
被
差
別
体
験
を
か
た
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
か
に
差
別
が
罪
悪
で
あ

る
か
、
差
別
に
よ
っ
て
我
々
部
薦
民

か
い
か
に
傷
つ
き
、
怒
っ
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
を
訴
え
て
き
た
の
で
あ

る
が
、
し
か
し
、
現
在
の
賢
本
主
義

社
会
が
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
差
別
構

迪
に
よ
っ
て
出
来
上
が
っ
て
い
る
た

め
、
}
般
の
心
あ
る
人
も
、
た
だ
差

別
の
現
象
面
に
だ
け
目
を
と
め
、
同

一
融
和
の
感
情
を
持
つ
の
み
で
、『
部

落
差
別
と
は
何
か
』
「
部
落
差
別
は

何
の
た
め
に
あ
る
か
」
「
自
分
達
は

都
落
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
立
場

に
あ
る
か
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

傑
く
考
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

だ
か
ら
、
部
薦
差
別
は
日
常
ひ
ん

ぱ
ん
に
生
起
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
も
の
は
そ
れ
が
差
別

で
あ
る
と
す
ら
理
解
出
来
な
い
。

次
回
か
ら
は
、
数
回
に
わ
た
り
郎

落
差
別
に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
考
え

て
い
き
た
い
。

(
部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部

八
(
四
-
三
七
八
五
)

相
隣
関
係
調
整

制
度
が
発
足

一

区
で
は
、
区
内
の
良
好
な
庄
環
境
を

保
持
す
る
た
め
建
築
吻
に
起
因
す
る
日

照
・
電
波
の
障
魯
等
、
相
隣
関
係
問
明

の
調
整
に
つ
い
て
制
度
化
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
か
、
こ
の
た
ぴ
「
東
京
都
足

立
区
建
築
相
隣
関
係
調
整
制
闃
要
綱
」

か
四
月
一
日
か
ら
施
行
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
弁
攅
士
、
学
識
経
験

者
、
建
築
行
政
経
験
者
の
三
名
で
柵
成

す
る
調
整
員
が
、
区
長
の
委
瞬
を
う

け
、
関
係
法
令
、
睹
判
例
、
解
決
亊
例

の
教
示
や
紛
争
解
決
に
必
要
な
助
言
を

し
、
そ
の
他
当
奉
者
閥
の
合
意
を
図
る

た
め
の
調
整
な
ど
を
行
な
う

も
の
で

す
。問

い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
建
築
課
へ

ど
う
ぞ
。

振
動
基
準
が

変
わ
り
ま
し
た

昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
振
動
基
串
は
、
既
設
の
エ
鳩
お

よ
ひ
指
定
作
業
場
等
に
つ
い
て
は
、
一

年
間
(鍛
造
工
場
に
あ
っ
て
は
三
年
間
)

の
保
留
期
間
か
あ
り
ま
し
た
か
、
本
年

四
月
一
日
か
ら
左
記
の
規
制
基
準
が
適

用
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
未
対
策
の

事
葉
所
は
、
防
止
基
礎
、
弾
性
支
持
、

吊
り
基
礎
等
の
防
振
対
策
を
早
急
に
施

行
し
、
振
励
に
よ
る
公
害
を
な
く
し
て

く
だ
さ
い
。

振 動 基 準
五
月
上
旬
に

都
営
住
宅
の

募
集
が
あ
り
ま
す

掲
示
板

■
都
市
整
備
用
地

の
募
集

都
で
は
、
生
清
環
礁
の
曜
傭
、
公

園
、
防
災
避
難
施
設
の
整
備
、
市
街

地
の
開
発
お
よ
ひ
再
闘
尭
の
促
進
な

ど
都
市
整
備
上
必
要
な
用
地
を
、
都

市
整
備
用
地
と
し
て
先
行
取
得
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
も
、
工
場
等
跡
地
に
つ
い

て
次
の
要
領
で
公
募
し
ま
す
の
で
、

売
却
希
望
者
は
お
申
込
み
く
だ
さ

▽
申
込
み
の
条
件
m
東
京
都
の
区

域
内
に
あ
る
土
地
で
あ
る
こ
と

叨

原
則
と
し
て
、
土
地
の
面
積
か
I
、〇

〇
〇
平
方
㍍
以
上
で
あ
る
こ
と

ぼ

昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
更
地
と
し
て
引
置
し
で
き
る
こ
と

そ
の
他
、
騨
細
に
つ
い
て
は
、
募

集
要
繝
舍
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
受
付
期
間
四
月
二
十
三

日
?
五
月
十
一
日
午
前
九
時
?
正

午▽
申
込
み
受
付
場
所

都
庁
第
一
本

庁
舎
地
下
二
階

そ
の
他
、舎
人
地
区
に
つ
い
て
は
、

面
牘
が
I
、
〇
〇
〇
平
方
㍍
未
満
で

あ
っ
て
も
、
買
収
の
対
象
と
な
り
ま

す
。問

い
合
わ
せ
と
申
込
用
紙
の
請
求

は
、
都
首
都
整
備
局
地
域
計
画
部
都

市
計
画
課
　
二
匸
〒
五
一
一
一
内

線
こ
四
三
三
へ
ど
う
ぞ
。

■
研
修
会
あ
ん
な
い

○
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
初
級
研
修
会

日
程
1
5
/
2
0
・
6
/
1
7
・
7
/
1

時
間
-
午
前
九
時～
正
午

会
場
1
千
寿
第
一
小
、
新
田
小
、
花

畑
第
一
小
、
栗
原
小
、
竹
の
塚
小

参
加
資
格
1
子
ど
も
会
々
員

内
容
I
ゲ
ー
ム
僧
毒

○
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
中
級
研
修
会

日
程
I
5
/
n

・
5
/
2
7
・
6
/
3
6
/
1
0

・
6
/
2
4

時
間
-
午
前
九
時
～
正
午

会
場一
千
寿
小

参
加
資
格
1
前
年
痩
初
級
研
修
会
修

了
者
か
中
学
生
以
上

内
容
―
ゲ
ー
ふ
実
習
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
つ
く
り
方
な
ど

○
青
少
年
指
導
専
門
員
初
級
研
修
会

日
程
-
5
/
1
9
・
6
/
2
3
・
7
/
1
4

時
間
1
午
後
一
時～
四
時

会
場
丿
千
寿
第
一
小
、
新
田
小
、
花

畑
第
一
小
、
栗
原
小
、
竹
の
篳
小

参
加
資
格
-
子
ど
も
会
宵
成
会
員
ま

た
は
、
子
ど
も
会
に
興
味
の
あ
る

お
と
な

内
容
-
ゲ
ー
ム
揩
4

〇
青
少
年
指
導
専
門
員
中
級
研
修
会

日
程
j
5
/
1
9
・
6
/
9

・
6
/
2
3
7
/
7

・
7
/
1
4

時
間
―
午
後
一
時
～

四
時

会
場
一
千
寿
小

参
加
資
格
-
前
年
度
初
級
研
修
会
修

了
耆
か
青
少
年
委
員

内
容
‘
ゲ
ー
ム
の
揩
4
法
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
つ
く
り
方
な
ど

参
加
申
込
み
は
、
区
教
育
委
員
会

青
少
年
係
へ
ど
う
ぞ
。

■
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク

ー
ル
参
加
団
体
募
集

区
で
は
、
新
生
活
遅
助
の
】
環
と

し
て
、
住
み
よ
く
明
る
い
町
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
「
花
い
っ
ぱ
い

コ
ン
ク
ー
ル
J
　
*
>闘
催
し
て
お
り
ま

す
。地

域
の
町
会
や
婦
人
郎
、
職
場
、

学
校
な
ど
で
、
協
力
し
て
花
奢
咲
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
春
(
五
月

中
旬
)
秋
(
十
月
中
旬
)
二
度
の
毒

重
を
通
じ
て
、協
力
の
美
を
評
価
し
、

十
一
月
闘
催
予
定
の
環
境
づ
く
り
区

民
大
会
で
表
彰
を
行
な
い
ま
す
。

参
加
ご
希
皇
の
団
体
は
、
四
月
末

日
ま
で
に
区
役
所
区
民
係
ま
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
区
民
芸
能
大
会

出
演
者
募
集

開
催
日
時
上
(
月
二
日
(
土
)
午
前
　

十
時
～
午
後
五
時

開

催
場

所
・
・・
足

立
区
文

化

会
館

募
集
種
目
・
・
こ
、踊
の
都
(
日
舞
・
　

洋

舞

な

ど
)

二

、
歌
の

懿
(

民
冊

・

歌
謡

曲

な

ど
)

三

、
斬
足

立
音

頭

の

郎
(

踊
)

出

演
時

間

大

組
三
分

以

内

申
込
方
法
・
・
・
出
演
申
込
一
(
出
張
所
・
　

町

会

、
婦

人
会

に

あ
り

ま
す
)

に

記

入
の

う
え

、切

手
(
二

十
円
)

を

添

え
て

、
区
役

所

経
沸

課
内
足

立

区

観

光
協

会

へ

申
込
締
切
日
・
・
・
四
月
二
十
七
日
(
金
)

お
断
わ
り

『
足
立
の
史
話
』

は
、
今
回
は
都
合

に
よ
り
休
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■ 防災 は　 くら しの 中の 合 言葉　　 ■ タバ コは　 区内 で買い ま しょ う ( T・K　207, 000)


